
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容： べき乗法による３階直交テンソル積展開計算法と HOSVD の比較および改良 

多次元データを低次元データに展開する計算法について研究を行っている。データ量の削減や特徴解析に有用であ

り、3 階直交テンソル積展開(Third-order Orthogonal Tensor Product Expansion: 3-OTPE)や、高次特異値分解 

(Higher-Order Singular Value Decomposition: HOSVD)などの計算法について計算の高速化や、これらを用いたデー

タ解析などを行っている。近年は 3 階直交テンソル積展開を 4 階テンソルへ拡張し、さらに高階テンソルへの拡張につ

いて研究を進めている。 

 

元のテンソルを 2 階テンソル（行列）に展開し、特異値分解により展

開計算を行う。両手法では 2 階テンソルへの展開方法が異なるため、得られる行列のサイズが異なる。特異値分解

に要する計算時間が大幅に異なることから、3-OTPE は HOSVD よりも高速に展開可能である。さらに、カラー画像へ

の適用例に示すように、より少ないデータ量で元のデータの特徴を表わすことが可能である。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 
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技術相談 

提供可能技術： 

・高次特異値分解の理論と計算手法 

・多次元主成分分解を利用したデータ解析 

・プログラミング技術（Ｃ言語，Ｊａｖa） 

 

 

 

 

 

 

 

 
元データの復元に要する項数  計算時間の比較 

  


